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交通死亡事故は、名古屋・西三河で多発！高齢者・四輪車・歩行者が多発！

昨年比（件数）10件以上増加
１～９件増加

減少又は昨年同数

※ 地図内は警察署名
を表示しています。

★ 10日は、自転車・二輪車安全利用の日
★ 20日は、ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ・ﾁｬｲﾙﾄﾞｼｰﾄの日
★ 毎月第４金曜日は、飲酒運転根絶の日
★ 30日は、高齢者を交通事故から守る日
★ ○印は、過去３年間の交通死亡事故多

発日

梅雨時の交通事故防止

６月と言えば梅雨の時期ですね。梅雨時は湿気が高く蒸し暑い日が続くため、
疲れやすく注意力が散漫になるだけでなく、雨で視界が悪くなり、交通事故の危
険性が高まります。ドライバー・自転車利用者・歩行者それぞれが注意を図り事
故防止に努めることが大切です。

● 歩行者は・・・
傘を差すことで視界が遮られます。安全確認が十分出来るように傘を持つようにし

ましょう。また、明るい服装に心掛けたり反射材を活用することも大切です。

● 自転車利用者は・・・
傘差し運転は危険な交通違反であるばかりか、周りの迷惑になります。レインコー

トを着用したり交通手段を徒歩に変更する等して事故を防ぎましょう。

● ドライバーは・・・
雨で路面が滑りやすくなり、スリップやハイドロプレーニング

現象が起こる危険性が高まります。日頃から車の点検整備を実施
し、事故を防ぎましょう！また、視界が悪くなることを考慮し、
安全確認を確実に行い、速度を落とし、車間距離を十分にとるよ
うにしましょう。


